


第24回　全国私立大学　附属・併設　中学校・高等学校　教育研究集会 
開催校ご挨拶

 本校は2010年に「関⻄⼤学の教育理念である『学の実化』に基づき、学理と実際の調和を基本
とし、『確かな学⼒』『国際理解⼒』『情感豊かな⼼』『健やかな体』をバランスよく⾼めるこ
とにより、⾼い倫理観と品格を有した『⾼い⼈間⼒』を持つ⼈材を育てる」という教育⽬標を掲
げ、関⻄⼤学3つめの併設校として創設されました。�
 創設10年⽬の本校で伝統ある附属校サミットを開催できることに感謝するとともに、⾝が引き
締まる思いです。第24回という⻑い歴史と伝統が培われたこの附属校サミットを実のあるものに
したいと考えております。�
 さて、今年度は「⾮認知能⼒を重視した教育のあり⽅」についてというテーマです。�
 基調講演はテレビ番組『林先⽣の初⽿学』にも取り上げられ、『学⼒の経済学』を上梓された
教育経済学者の中室牧⼦さんに「教育に科学的根拠をー⾮認知能⼒を過⼩評価しないためにー」
という題でご講演いただきます。�
 昨今｢⾮認知能⼒」（OECDでは社会情動的スキルと呼ばれている）を伸ばすことが世界的に脚
光を浴び、研究が進んでいます。⽇本でも2017年3⽉に改訂された⽂部科学省「学習指導要領」
にも「⾮認知能⼒」の⼤切さが組み込まれています。⽇本の教育現場にもIQや偏差値といった数
値化された「認知能⼒」のみを重視するといった従来の傾向から徐々に変わろうとしています。 �
 ⼈⽣100年時代と⾔われる現代、⽣徒の⽣涯の学びを⽀え、⼦どもの⼈⽣の質にも⼤きく影響
すると⾔われる「⾮認知能⼒」。教育現場でやる気、意欲、粘り強さ、探究していく⼒を付ける
にはどうしたらいいのか？ この研究⼤会では「⾮認知能⼒を重視した教育のあり⽅」について
問題提起をしたいと思います。�
 今我々の⽬の前にいる⽣徒たちを次の世紀、22世紀を考えられる⼈間に育てなければなりませ
ん。彼らが⾃分⾃⾝の将来を⾒据え、⾃分が40歳、50歳になったときの姿を思い描き、⼼⾝とも
に豊かな⽣活が送ることができ、「持続可能な社会を創造するために何が必要か？」を考えるこ
とができる⽣徒を育成しなければいけません。そのために我々教育現場に課せられた使命は何か
を皆さんとともに⼀緒に考えることができればと思います。�
 参加していただく先⽣⽅が、それぞれの学校で活⽤できる情報や学校運営の様々な課題に対す
る解決の⽷⼝を提供することができればと考えています。是⾮ご参加ください。�
 先⽣⽅にお⽬にかかることを楽しみにしています。�

　　　　　　　　　　　　　　　関西大学中等部高等部 
校　長　井　尻　　誠 
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